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日本におけるスキー発祥期

についての一考察 (1) 
発祥期の沿革および用具一一

清野市治

A Study on Skiing in Japan in the Early Days (1) 

-The History of Skiing and Equipment一一

Ichiji Seino 

Abstract 

Skiing has made remarkable progress in our country. It can be said that 

the 11th羽TinterOlympics in Sapporo was a turning-point for it. 

In this paper the author tries to investigate how much growlh skiing in 

Japan h;凶 madesince the early times of skiing (1911-1930) by referring to somc 

older documents. Report 1 is a study on the history of skiing and equipment 

in the early clays. In l{eport II the author will make an attempt to compare 

the technique of skiing in those days with present clay techniques. 

I.はじめに

日本のスキー用具および技術が札幌オリンピックを契機として一大発展を

成し得たと考えられるが，現在までに日本のスキー技術はオーストリアのほ

うを向き，またフランスを追し、かけ年ごとに右になびき，左に傾きして来た。

スキーの製作面においては他の諸外国に劣とらないが，実際の技術面では，

日本はまったく独自のものを持っていないようであった。そこで日本独自の

ものを作り上げ、る意味から， 日本におけるスキー発達の変遷過程を古い文献

を通して，調査し第 1報では 1911年から 1930年頃までのスキ一発祥期に

おける沿革と用具について，第 2報では発祥期における基礎または高度的な

技術而を取り 1-，げ¥現夜と比較検討し，その大発展の偉大きと，史的および
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:394 清野市治

技術的研究の参考資料の一助として仰究を試みた。

II. スキーの沿革(発達略史)について

スキーを説明しスキー技術をのべるに先きだちスキーは如何なる地より発

注し，如何なる歴史的変涯を有しているかを知る必要があると出う。 日本に

おいても最近富に感んになり，札幌オリンピックが J つのピークであったと

考える。しかしスキーは H本園田有のものではなく，北欧においてその端を

発し伝わって来たものである。スキーの起源はきわめて古く，その正確なる

年代を知ることが非常に困難であると同時にスキーなる言j定なる言語も I1jJら

かではないが、 1915年(大J[<1の頃の:幻甘え1)によると， スキーなるなけよ

を布する言語が Lつあり少すなわち， ドイツ系に!品する Shiまた Skiおよび

プインランド糸の Suksiであり， これらの語義は~!~初 11'可笛の木nJ 次いで

I傾斜する」または[制動する」等の動詞tl'J:宮、味または雪靴3 経艇等の名詞と

して考えられていた。 J見在では大体英語を用うる諸国においては Skiと言っ

ている υ

1. 外国におけるスキーの沿革

スキーは石探時代から行なわれていた。ンベリヤやスカンジナピアなどの

岩日正や洞窟からはスキー姿で狩猟をする人たちの光J立が発見された。 かれら

は， ~~~り木校をはいてトナカイやシカの皮をかぶりフゃりゃ I J矢をもって

獲物を追っていた写真が残っている。かれらこそ人類最初のスキーヤーで

ある。

また今から 4000年も以前のスキーも発見された。 それは長くて幅の組I~ 、

もの，短くて幅の広いものなどフ形はいろいろであった。ラップランド人が

IIJし、たようにフ ノ工羊iのjミさのi主うスキーも 111ゐくからかなりJtJl、られていた。

しかし，これらの北方スキーヤ h の姿f1，南方の人たちには想像がつかず，

一本足で走る俺物として伝説化されていた。

占イt ギリ\-でも，ヘロトドノ、によって ~t方人のスキ rーのこ rk がしるさh

ているが，古代シナでも liiT2山;紀の iILi海経J2)には害IJり木伎のスキーについ

(44) 



日本におけるスキ一発祥期についての一考察 (1) 

スキーもfはいてトナカイセ冶う (1ゲ年前の読幽)

て語られている。また，北方の

IJ~ 々の(三 i説には，フィンランド

のカレワラをはじめとしてス

キ}に I)(~する物目討が多いが， 仇

般的にスキーの歴史が知られる

ようになったのは近代 171ft紀

頃であり，発展し始めたのは 18

1世紀の後半からノールウェーお

よびスェーデンにおいて，現在

のものとは形状は異なるが広く

発注していた。また南行してド

イツ，オーストリア地方よりア

ルゾス ILiJm方にj'(-'~~~なる発注を

なし，そのJH途は主として旅千1

) f]， ~"HiìU IfりとしてL、7この スキ

ーはまた .)j軍事上の舟j途にも

向けられた， 1774 fJ三ノーノレウェ

(45) 
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一軍隊におけるスキー練習規則が作られ3 克に 1808年スェーデン， ノーノし

ウェーの戦争において， ノーノレウェ一平勝、は 2000人より成るスキー|誌を有

して大きな効果を収め， スキーは実用的方面以外に史に平事 Hこおける特殊

な方面にもその利用範聞を持つものであることが証明された。 19世紀の半

で，欧州、|におし、て軍事上または特殊利用は減ったが，その当時として相当の

効果を上げた。 1870年代に入ってスキーの発達の方向が一大変化を来たし，

今まで旅行用，狩猟用としていたスキーが純遊戯的方向に大きく発達して実

用的なスキーは遊戯，体育的使途になり今日の盛況を見たのである。

遊戯としてのスキーの発達地もまたスキーの発祥地であるノーノレウェ一地

方でありた。 1870年代にクリスチャニァ 4)およびテレマーク地方5)のスキー

愛好家がスキー I:tj体を作って練習を始め， 1877年クリスチャニアスキー供楽

部を設立し，これを機会に各地に同様の倶楽部が設立され，競技会も l:ijiらか

れスキーはようやく人間に遊戯として広まっていったο

初めはジャンプめから始め， ノーノLウェーにおし、てはスキーは他の諸競技

を[どして国技となった。この盛況を更に A層拡大しスキー界に一大改1字を与

えた人がオーストリアのズタノレスキー氏7)で，従来のノーノレウェ一式スキー

用具を色々と改良してリーエンブェノしド式 L詳細lはHJ具の項で説明)金具を作り

出した。 更に 1891 年ドイツを始め各l~ においてスキーの充遣が見られるよ

うになった。

2. 日本におりるスキーの沿革 (1911年-1930年)

古い文献をみたところでは，日本にはカンジキをさす文字はあってもフ ス

キーを意味する文字は伝えられていない。

日本にスキー技術が本格的に導入されたのは， 1911年(明治 44年)1月22

Hにオーストリアの陸市参謀少佐であった， テオドル・エドレル・フォン・レ

ルヒ (LerchT. E. V. 1869-1945)8)当時のllrl札、』長， 長岡外史的のJ首きで新潟

県高田の歩兵第 5連隊付きとして着任した円。 この日が， 113本のスキ一発

祥の日」といっている。¥公やけにはなっていないがラ明治 41年スイスのハ γスゴ{

ラfC，が 1台のスキーを持参北海道帝国大学ア‘ドイツ話会話のお〔材としてスキーをとり

(46) 
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あげ，スキー知識を学生に講義し，スキーを交替に滑ったという記録がある。)

レルヒ少佐は，高田を訪れるに捺し東京砲兵工廠で作らせた，オーストリ

ア軍隊用のスキーを 10台持って， この雪国に歩を印したので、す。そして着

任 10LI後の 15日には，このスキーを使って，高田の第 13師団の将校に，ス

キーの技術指導を始めた。そしてお日には高田郊外の南葉山の中腹から， 13

師団の練兵場まで 4キロのコースで、将校たちの競技会が行なわれ，木暮少尉

が約 25分でコースを走破して， 優勝した記録が残っているが， おそらく日

本閣内で行なわれたスキー競技の，最初のもの

といえるであろう。 しかもこの明治 44年とい

う年には u本最初Jのスキー団体である高田ス

キー・クラフ(後の日本スキー・クラブ)が結成され，

3月!十1'(，]にはオーストリアのクヲツツアー氏が

オーストリア・スキーやI:jを最初に教えた。さら

に， J}Utソ連itiとなっているカラフトでは，第

l凶 1，:，)，t!iスキー大会が行なわれた。

三のようにスキ一発祥地が，高田であったた

めに高田がスキーの木場に見られるのはスキー 峻国参謀フホンレノレヒ中佐

婦人のスキー姿，金谷111で(明治 45年)

(47) 
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界のために遺憾であるとのベ，更に北海道の雪を知らないで「日本のスキー

の歴史Jは語られないと言っている10)。

(写真は当時のレノレヒ少佐のスキー姿)1914年頃。

A. 発祥期の 10 年 (1911 年~1920 年)について考えて見ると，レルヒ少佐

着任 2年目の大正元年には，高田郊外の金谷山で初めて正式にスキー競技

(といっても走る競技だけ)が行なわれ，札幌農学校や秋田中学にスキ一部が

創設された。まだ|ゴなほ浅いスキーにおいて，当時富士登山が 31司も試みら

れている。大正元年および大正 2年に高田スキー|欲が登山し不幸にも，大暴

風雪にあい，目的を完全に達しなかったの大正 2年冬札幌農科大学生 3名が

試み無事に登頂を極めたが，途中堅氷のためスキーを使用しなかったことで

完全とはいえないが，スキ一発達の基礎を作っている。その後大正 3年には

fJ木スキー・クラフがスキーで宮七登[lJ1ド71'1"[=1で墜死し， 11本スキー史上

初の犠牲者となった。もうこの頃には障害物競技という極 Uを設け，斜l自iの

途中に討を作り， J:から計?ってきて， その~ 1
1，)を飛び越える (ν ャンブ競技の浄:

わけj ことをベつってし、fこ。

(48) 
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今や日本はジャンプ王国に成り，また設備も世界ーを誇るようになったが，

1915年頃の文献11)をそのまま掲載して見ると，実に約 60年前とは隔世の感

で，まったく現在とは，対称的であると考える。

B. 次に 1921年-1930年頃のスキー界を見ると，この 10年聞は日本のス

キー界に組織が作られ，全日本選手権，学生選手権などが開かれ，競技を対

象にしたスキー技術も年ごとに向上していった時期であった。

大正 11年，北海道地方のスキーの指針となっていた，北大スキー術教程が

改訂発行された(写真は当時のスキー術教程の表紙)。 これによって北欧式スキー

術が北海道地区に広まっていった。一方レルヒ少佐来日以来，オーストリア

式スキー一点張の信越地区と，技術に関する意見の対立があり["それでは，

どちらの研究，練習が効果をあげ、たか，試してみよう」というわけで，小樽

可

> 

1922年p 大正 11年北大スキー古11スキー術教程表紙

(49) 
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市で，第 1回全日本スキー選手権大会を閉し、たのが， 大正 12年 2月 10-11

H。もっともいまのような個人選手権ではなし地区対抗だったのと，北海

道は長距離を走ったり，ジャンプをやったりしていたのに，信越はオースト

リア方式を信奉して，山の上から滑りおりることばかりやっていた結果， ノ

ルディック種目町のみの選手権では，信越が惨敗を期したのも当然であっ

た。しかし，この頃からノルディックの北海道，アルペン問の信越という伝

統が，生まれはじめたのではないか凶ー・一。

そして大正 14年には，全日木スキ一連盟が結成さJl，翌年には学生スキー

述盟も誕生して，第 1恒iのj皇子権をl昭和 3年 l月I-tl1i)，青森県大鰐町で聞く

ことになった。 (II!:(辛口 47年が第 50r川にはるのでIJ{1荊147年の全日木選手権大会l工大鰐

で関かれ生存者には長彰 Lた}その後， 1928年サン，モリッツ(スイス)の第 2回

冬季オリンピック大会に，広田iミ首長以 1，'7人の選手凶を送り ，fJ]の海外j訂正

で， 見るものきくもの珍しく，技術的にも大収碓ーがあった。こ二の)f三にはノー

ノ~ ，)ェーから， へル七ットヲ ス不ルス・ルーF'14)という当時の世界的シ l'ン

ソ】jJs子を招いてp 技術吸収合した。 昭和 5年 3月オーストリア・スキー仙の

始祖ともいえるハンネス・シュナイター15)を招いて，各地で、講習会を開き，そ

の見事なスキーに日を向けさせた。 海外遠征と， 外国選手招待， 当時のス

キー界は，シュナイダーのスキーに驚嘆したが，当時の競技にアルペン種目

はなし競技スキーと関係がないとして全く冷淡であったが，しかしその技

術はスキー界の一部に根強く浸透していったようである。

III. スキー用呉の変遷 (1911年-1930年)

1.スキー木部

その当時のスキー材は外国産材としてはヒッコリー，アッ γ 斗等の優秀な

ものもあるが， I調産材にもイタヤフ トネリコ，サクラ等が用いられ。本道産

ではイタヤ，カノくが使用されていたの木部の構造として長さ， 11I乱作さ，ス

ー干 の持つ弾力の工合，先崎おぶび中央の反りの工合F 奈の有無等が考えら

土〆ていた。また木質はシラタ 16)とアカミ 17)の三つが考えられ】ていた。木理の

(50) 
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緩牢るた主E夢よj苫鋳母-'¥'潟 誌i織液中--;f>;;r;.主義芸品
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図 118) 1924年，大正日年「スキ F イング」の

凶をそのまま掲載

良否も考えられ最も良好なものは板目であり，蝉力が強くf'lのように 11

と ~I との間のみ多く磨減するような Jちがないから，滑りもよいとされてい

た。妊にほ日にも木と追もしの二通りがあり，木I1Eが良いとされていた。表

|剖からj三よるとどちらも同じように見えるが，後端の断面を見ると，ネの方

は自が|二下に、F'-行しているし，追柾の方は斜に平行している。

当時 (1924"f，大正 13年頃)の木県のl刈を(同一118)見ていただけれぽよく

見解出来ると思う。 駐在ではこのような木理はあまり考える必要がなくなっ

て米たので，スキーの情緒性が欠けているようなきがする。

スキーの長さについては，両国 13I'MiI'JI でその当 I]~ 研究したデータでは，兵

隊の平均身長から考えて，スキーの長さは 6尺 4寸Hl)を普通としていたが，

もう少し Ic'[身に適するものを選ぶならば，スキーを垂直に立て，片腕を延ば

して，その尖端を握れるものが適当とされていた。また使用用途によって，

長さがば別されていた。 適寸より 2寸山長いものが練習用として、F地問，ば

(51) 
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地71ラの複雑な登山等に用い士、lに短かいものは山地用として，森林の中とか，

ていた。

スキーの形状について 1915年(大正 4年頃)当時の文献の図をそのまま掲

載して参考としたL、と思います。図 220)参!被
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宜に11:泌を変えうるように装置されたもので，前者をノールウェ一式締共とい

い，後者をアルパイン式締具と云っている。

ノールウェー式締具について，岡-321)， 4 22)参照。

ノールウェ一式締具といっても非常に複雑で最も一般的なものをのべるこ

ととする。 当時使われていたのは，ウィトフェルトの締具で，金属音f)(足先

締金)と革紐の部分より出来ている。金属部は同定したもので，靴の型に合

わせてl隔を定めてしまう。革紐の部分にはエルレフゼン氏の美錠があり，靴

の着脱に便利にしてある。この締具は締金を靴に合わせて左右に足の動くの

を防t!'， 締革にて靴が締金よりぬけないようにしてあり，また前革によって

靴の上にはずれるのを防L、でいる。

アルパイン式締具について。[叉)-523)， 1~1-6 24)ラ|羽一726) 

これはオーストリアのスダルスキー氏の考案したもので，この式の特徴は，

締具の全部が金属から作られている点で，当時としては非常に工夫をこらし

たものであった。締具の足先締金は左右に広がり J自'1'1:に靴割に合わせて，

その都度調節することが出来る。靴全体が 2剖;の金底の j'に来せられてい

て，前古1)の金!庄はそのIliI端には上下運動のみ正午す，スキー側面に釘付けされ

たシャフトに同定され，後背g~主

)氏と Aつの蝶番で、連結され，全

く r~ T)'s動のみするようにflilJ限

され，かつ後l¥1i令!氏は!日I後適'A:

の長さに調節さ;[Lるようになっ

ている。金J~を靴に.ìH:ii-l- るに

は，金氏i五kijjよりの本紙を以て

し， )J:Jtを締金にとめるのは，

/ールウェ一式と同様で古IJ平を

m~、ている。最もこの約共の背

心は，前部金底を一ーつのパネに

つなぎ滑走に際し足の運動を助
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けーていることであ ;;;'0

この外にビリゲリ一式も)甘い

られているが，パネは金民同転

il~J (於 liij)]シャ 7 1，)に巻かれ，き

わめて破損し易く 11木では失

敗に終った。

1I木ではその1Ij時まだ製作き

~Lていないが， スイスで製{ノドさ

れている， BB式 (BBBinding) 

締具があり，ウィトフェルドの

足先締ff住宅ど有し，その前方に特

別の装置の金具を木部に取付け

靴先に一つの金属製のカギを付

け，その金具に連結し，締金に

は前革を付けるだけで，他に革

紐を使用していなく，全くウイ

ットフェルド、式と同様の働きをした。

治市野

図 624) 

図 726) 

アーノルド・ラン氏25)はこの締JJLをか

れの著 iCrossCountry SkiingJにおいて賞賛している。

ノールウェ一式とアルパイン式の夫々の長所と短所について説明すると，

ノールウヱ一式は重量において非常に軽く， ‘度靴に合わせて置けば，若ー脱

はヱルレフゼンの美銃一つでなし得る。また構造も簡単なため破損しにく

いし，応急修理も出来る。しかし完全に締具を靴に合わせないと，急斜耐に

おける制動，または硬雪U:の角付，スイングの角付等スキーのコントロール

が困難になる。パネがないため，深雪のときスキーをどf-".下企させる時に多少重

みを感ずる不利の点がある。アルパイン式はきわめて合理的であって，パネ

で k下運動を容易にし，腫の左右に振れることも少なく，角付も正確に行な

い得る点がよい。しかし重量が重いこと，複雑な構造のため破損しやすく，

また金属なので応急修理が困難で，着)院も不便である。

(54) 



日本におけるスキー発祥期についての一考察 (1) 

図-827) 

その他の締異として凶_827)のよ

うな，ニーピイヤ式，シスター式，折

衷式，山喜式競争用，等があった。

3. 杖(ストック)岡 928) 

斗It与， ノーノLウェ一式の複杖とア

ルパイン式の市杖の二種で共に竹ま

たは木製で、あった。(大部分ば竹製)

海杖とよ手杖について，当時議論さ

れた丸一献をそのまま掲載すると， よ

くその使用)目途によって考えられて

いたかが理解出来る。 i杖は一本の

みにて百!なるや将た二本となす可き

やに就きては議論せらるること多き

ものなれども，此の是非の判断は要

するに各場合に依りて決せらるるも

(55) 

図-928)
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の多く，是れ亦絶対的に決定し得ざる事に属せり。 i，[jj杖は，峻険なる地)j引こ

在りでは，多く両杖を合して恰も一本の如くに取扱うものなれども，平地

に在りでは平地を圧して滑走速度を大ならしめ，山地に在りても其の効を有

し，憤るるに従ひ其の便なるを知るに至る可しと難も，余は原則としては，

杖は一本なるを可なりと信ずるものなり。是れ阿杖の効はi1fk--本にでもなし

得る場合の杖の効力を多少増さしむるに過ぎず，且つ二木を一本にまとめて

使用せざる可からざる場合もありて，両杖の絶対的必要は之を認、むるに難

く，多くの場合一本にでも大なる不便無しとの見解のみより出でしに非ずし

て，スキーにとりでは杖の役目は補助的役目の範囲を多く脱せざるを以て原

則となすとの観念より出発し，又之を実際に経験して，特殊の場合を除くの

外は，一本のみにて宅も不充分なる理由を見ざるのみならず，一本を以て遥

かに二本に優ること多多あるを知りし， 後の結論なりとす。」以上原文 29)。

当時の単杖によるスキーヤ(写真i(1920年頃，大IE9年1

111 左り 半制 動

(56) 



日本におけるスキー発祥期についての一考察 (1) 407 

事普

斜面に於げる方向転換(キック・ターン)

1こ市i動後より

IV. 第 1報むすび

スキ一発祥期より半世紀，国民のスキー熱は，飽和点にも達するばかりの

激しさ，スキー場の施設も用具も世界の一流国なみになり，いまやスキー人

(57) 
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口600万をかぞえ，更に 1972年 の札 幌オ リン ピック開催と，その u本スキー

の歩んできた道をふりかえってみると(当時の単杖とアノレパイン式締具を使用 L

たスキーヤの姿を想像寸るときに)実に加速度的曲線をなして進歩発注したかを

知 ることが111来る。

人間の知恵は，形態のうえからみると ，tこし、した変わっていないようであ

るが，ただその素材と道具の開発進歩が，着想の実現を可能にしているにす

ぎないと考えられる 。その意味において，スキ一発祥l切の沿革， JI1Jlについ

て回顧すること も 意 義 が あ る と 考 え る。(昭 47.5. 18受]理j

i主

1) 侶田昌植. プ、キー， 1915年(大正4年1，p.8. 

2) 札幌オリンピック組織委員会・ 三日'と )Jcのスポーツ， 19的年(昭和144J'j'-:， p.6. 

3) 稲田昌他. スキ"， 19日年(大正4年:'， p.9 

4) クリスチャニア (Christiania)，ノーノレウェー，この名称は，ノーノLウヱーのクリスチャ

ニア(現オスロ)という地名であるが，この地方に発生した高速度回転技術の名に成っ

ている。オーストリアではγュプングともいっている。このj支持ijl工j¥lijスキ--~とそろえ

たまま回転する技術，高速度回転，スキー扶術の中でもっとも高度なものの一つです。

キツカケの作り方でシュテムとパラレノレがあります。(スキー実用 )'1下1，p.511) 

5) テレマーク (telernark)，ノーノレウェー，この名称は， ノーノしウェーのテレマ F グとい

う地名であるが， この地方に発達し たIT1転技術の名に成っている。 Jyl.在は丹)，、られて

いませんが，オーノレドファンにはヰなれた名称である。 ID)転のとさー外側のスキ 合大

きく前に出 L，そのスキーを内但IJに|向けることにより，舵作用により同転する技術で

ある。(スキー実用百:i"1，p.514) 

6) ジャンプ (jurnp)， スキージャンプの発祥地はノーノレウェーで， 19 I止紀の前半である

といわれている。 その昔，ノーノレウエ F で非人への罰として，スキーなはかせて丘の頂

上に立たせ，スロープの途''1''に大きな「こぶ」をつくり，ここから?Xrflにほうり上げ，

その恐怖心を利用して犯罪の再発を防止したのがはじまりといわれている。ジャンブ

千?を l、イツ話でシャンツェというが，名誌では， r命を投げ出す」という熟諮をつくっ

たり，動詞になると「苦役をする」符に考えられている。(宮と氷のスポーツ， p.29) 

7) マチアス・ツダノレスキー(オ F スト 1) ア)， 1856 年~1940 of.，かれは，教師であり，画

家であり，彫刻家であり，哲学者ーであり，体操の名手であった。 リリエンフェノレトの

山小屋でスキー技術を編み出し， 1896年「リりエンブエノレ l・スキ-IJI(fjを発行，ノー

ノレウェーのスキー術になかった「シユテム」を滑降技術にとり入オL，それによる技術

(58) 
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体系を確立，長い一木杖を使い，初めて金属製の締具も考案，いまのアノレベンスキー

の根幹を作りあげた人です。(スキー実用百科， p.353) 

8) フォン・レノレヒ (Lerch.V.)，詳細は木文(稲田昌植， スキー (1915年)， (大IE4年， p. 

14。遠藤吉三郎・木原均，最新スキー術， 1919年(大正 8年)， p. 13， p. 256) 

9) 長岡外史. 安政 5年山口県に生まれ，第 13，16師団長を歴任，当時としては， 常に

新しいものを追求する人として注目された。第 13術団長時代，陸軍省から「オースト

リアのレノレヒ少佐が高田の 58連隊付きとして着任したら，かねて命じであるスキー

について， 指導を受けよ」の指令があったとき， I日本人のベテランに習うならし、L、

が，外国武官から習えとは心外」とばかり「レノレヒが来たら， こちらで教えてあげま

す，といえるほど研究をしておけj と部下に命ずるなど，負けずぎらいも一級品の入。

日木に渡来Ltこスキーを，観念的なものとしてでなく，実用の技術として普及発達さ

ぜた功労者で，この人なければ，白木のスキーは，さらに立ち遅れていたと思う。(ス

キー実用百科， p.359) 

10) 遠藤・木原共幸子: 最新スキー術 (1919年，大正 8年i，p.41. 

11) fffj凹昂楠: スキー (1915年，大IE4年)， p.141. 

12) ノノレディッグ種目 (NordicEvents)，距離，ジャンプ，複合の 3種目，;t，ノーノレウェ

を中心にスウェーチン，フィンランド等北欧諸国で発達したので，一般にノノレディッ

ク競技といわれている「ノノレド」には「北方のjという意味がある。(雪と氷のスポー，

p.26，スキー実用百科， p.515) 

13) アノレベ γ種目 (AlpieeEventsi， 滑降，回転，大回転と，その 3種目をいろいろな形

に組み合わせた複合競技とからなりたっている。ヨーロッパのアルプス地方を中心に

発達した競技であり，そのためアノレベン競技という名で呼ばれている。(雪と氷のス

ポーツ， p.37，スキー実用百科， p.508) 

14) へノレセットスネノレス・ノレード(ノールウェ-i， 1910年~札幌オリンピックに来日，ノー

ノレウヱーのオスロ郊外で生まれた。ノーノレウェーのスキー界にとってノレード家は名門

中の名門。 長い年・月， t止界第 1級選手で日本のデャ γ プ界でもノレードのフォームが手

木とされていた。世界のジャンプ競技に与えた影響力は大きなものがあった。(スキ

ー実用百科， p.355) 

15) ノ、ンネス.、ンュナイダー(オーストリア)， 1890 年~1955 年，オーストリアの寒村シュ

テウベンに生まれた。かれのスキー術ば，リリエンフェノレト派の低速をきらい，ノーノレ

ウェ一流の高速における不安定さを「両足を揃えたクリスチャニア・シュヅンタを用

いて高速のショッグに耐え，クリスチャニアの主力は，足の力とシュブンクである。J

という主張に立ってスキーを研究した。かれの技法;土アーノレベノレグ・スキー技術と称

きれ，スキ{のパイアーんとまでいわれる上うになった。現在のスキ{術の中にも，

シュナイダ-主主主きており， 日本でも慰11染が深い人である。(スキー喫用宵ftp.353， 

スキー同転技術， p.3) 

(59) 
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16)， 17)笹川j忠雄. スキーイング (1924年，大 fEl:i年， p.lO). 

18)笹川速雄: スキーイング (1924年，大正 13年， p. 12~13). 

19) 笹川速雄: スキーイング (1924年，大正 13年， p.14) 

20) 稲田昌槌; スキー (1915年，大正4年， p.31). 

21)笹川速機・ スキーイング (1924年，大正 13年， p.7). 

22) 稲田昌悩 スキー (1915年，大正4年， p.4:3). 

23) 稲岡品悩. スキー (1915年，大正4年， p.45). 

24) 稲丘|呂悩. スキー (1915年，大.i.E4年， p.47). 

笹川速雄; スキーイング (1924年，大正 13年， p.6). 

25) アーノノレ 1・ラン(イギリス)， 1895年イギリスに生まれ， アルベン競技をスキーの正

式種目にするために，苦労した人。そこで 1930年に，滑降，回転の両種目をスキーの

正式種目と国際スキ一連盟がすることとした。 アーノノレド・ランのこうした努力がな

いと?現在の世界のスキー， とくにアノレベン競技l工，まだこれほどのものになってい

なかったと思う。(スキー実m百科， p. 354) 

26¥ 27)笹川速Mt スキーイング (1924年，大正 13年， p.8-9) 

28) 笹川速雄. スキーイング (1921年 3 六正1:3ot， p. 21) 

29) 稲田昌悩. スヰー (1915年，大lE4年， p.51.561. 
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